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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各入力階調データに対応して前記入力階調データより低い輝度を表示するための第１階
調補正値及び高い輝度を表示するための第２階調補正値を含む階調補正値のセットをルッ
クアップテーブルに保存し、入力階調データに対応して前記第１階調補正値及び前記第２
階調補正値を反映した平均階調データを出力するタイミング制御部;
　所定の走査信号を順次に出力するゲートドライバー;
　前記平均階調データの入力を受けて所定のデータ電圧に変換して出力するデータドライ
バー;及び
　前記走査信号の入力によって前記データ電圧による画像をディスプレイする液晶パネル
;
を含み、
　前記第１階調補正値及び前記第２階調補正値それぞれは、前記入力階調データに対応す
る２以上の電圧によって表示される輝度を時間平均して生成されており、
　前記第１階調補正値は、ガンマ曲線上の前記入力階調データを中心として階調反転が発
生しない範囲において、前記範囲の下限を、前記入力階調データから前記第１階調補正値
を減算した値に計算されるように算出され、
　前記第２階調補正値は、前記ガンマ曲線上の前記入力階調データを中心として階調反転
が発生しない前記範囲において、前記範囲の上限を、前記入力階調データから前記第２階
調補正値を加算した値に計算されるように算出され、
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　前記第１階調補正値に基づいて生成された階調電圧による低い輝度と、第２階調補正値
に基づいて生成された階調電圧による高い輝度と、が時間平均された輝度は、前記入力階
調データによる輝度と実質的に同一である広視野角モード用液晶表示装置。
【請求項２】
　前記タイミング制御部は、
　外部からＲＧＢ各々のサブピクセルに対応する階調データが印加されることによって、
前記第１階調補正値及び前記第２階調補正値に基づいて前記ＲＧＢ各々のサブピクセルの
うちの一つ以上のサブピクセルに対応する階調データを平均化して平均階調データを出力
することを特徴とする、請求項１に記載の広視野角モード用液晶表示装置。
【請求項３】
　前記タイミング制御部は、
　前記データドライバーに入力され前記データドライバーを制御する第１制御信号と前記
ゲートドライバーに入力され前記ゲートドライバーを制御する第２制御信号と駆動電圧発
生部に入力され前記駆動電圧発生部を制御する第３制御信号とを生成して出力する信号処
理部;及び
　前記平均階調データを出力する階調平均化部;
　を含む、請求項１に記載の広視野角モード用液晶表示装置。
【請求項４】
　前記階調平均化部は、
　前記第３制御信号に含まれ、隣接するゲートラインにそれぞれ供給される互いに位相が
異なる１組のライン反転信号（ＲＶＳ、／ＲＶＳ）に同期して前記平均階調データを出力
することを特徴とする、請求項３に記載の広視野角モード用液晶表示装置。
【請求項５】
　前記階調平均化部は、
　前記第１階調補正値と前記第２階調補正値とを保存する前記ルックアップテーブルを有
しており、
　外部からＲＧＢ各々の階調データが入力されることによって前記ルックアップテーブル
から前記第１階調補正値または前記第２階調補正値を抽出し、前記第１階調補正値または
前記第２階調補正値を反映した平均階調データを前記データドライバーに出力するデータ
処理部を含む、請求項３に記載の広視野角モード用液晶表示装置。
【請求項６】
　前記データ処理部は、
　一つ以上のフレーム別に前記第１階調補正値を反映した平均階調データまたは前記第２
階調補正値を反映した平均階調データを出力することを特徴とする、請求項５に記載の広
視野角モード用液晶表示装置。
【請求項７】
　（Ａ）行列方向に配置された画素と、
　（Ｂ１）ガンマ曲線上の階調ｎ（ｎは自然数）を中心とし階調反転を生じさせない範囲
において、前記範囲の下限が前記階調ｎから第１階調補正値を減算した（ｎ－第１階調補
正値）で算出され、前記範囲の上限が前記階調ｎに第２階調補正値を加算した（ｎ＋第２
階調補正値）で算出されることに基づいて、前記階調ｎに対する前記第１階調補正値を及
び前記第２階調補正値を予め抽出して記憶するメモリを備え、（Ｂ２）外部から特定階調
ｋが入力されると、前記メモリから前記特定階調ｋ（ｋは自然数）に対応する第１階調補
正値ｍ及び第２階調補正値ｍ’を抽出し、前記特定階調ｋから前記第１階調補正値ｍを減
算した第１平均階調データ（ｋ－ｍ）と、前記特定階調データに前記第２階調補正値ｍ’
を加算した第２平均階調データ（ｋ＋ｍ’）と、を算出し、（Ｂ３）垂直同期信号の隣接
する立ち上がりエッジ間により定義される期間を１フレームとする場合に、少なくとも４
フレームを単位とする単位時間においてかつ１又は複数の画素からなる単位空間において
、少なくとも２フレームでは前記第１平均階調データ（ｋ－ｍ）を、別の少なくとも２フ
レームでは前記第２平均階調データ（ｋ＋ｍ’）を、フレーム毎に極性が異なるように出
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力するとともに、行列方向の少なくともいずれかに隣接する単位空間どうしにおいて前記
第１平均階調データ又は前記第２平均階調データの極性を異ならせて出力するタイミング
制御部と、
　（Ｃ）所定の走査信号を順次に出力するゲートドライバーと、
　（Ｄ）前記第１平均階調データ及び前記第２平均階調データの入力を受けると、前記第
１平均階調データ及び前記第２平均階調データそれぞれを第１データ電圧及び第２データ
電圧に変換して出力するデータドライバーと、
　（Ｅ）前記走査信号の入力によって前記第１データ電圧及び前記第２データ電圧による
画像を表示する液晶パネルと、
　を含み、
　前記タイミング制御部の制御により、前記第１階調補正値に基づいて生成された第１平
均階調データ（ｋ－ｍ）による輝度と、第２階調補正値に基づいて生成された第２平均階
調データ（ｋ＋ｍ’）による輝度と、が平均化され、前記平均化された輝度は、前記特定
階調ｋによる輝度と実質的に同一である、広視野角モード用液晶表示装置。
【請求項８】
　前記特定階調ｋには、ＲＧＢ各々のサブピクセルに対応する特定階調ｋ１、ｋ２、ｋ３
が含まれ、
　前記タイミング制御部は、
　前記特定階調ｋ１、ｋ２、ｋ３の少なくとも１つに基づいて前記第１平均階調データ（
ｋ－ｍ）及び前記第２平均階調データ（ｋ＋ｍ’）を算出する、請求項7に記載の広視野
角モード用液晶表示装置。
【請求項９】
　前記液晶パネルは、ＴＮモードの液晶を備えることを特徴とする、請求項１又は７に記
載の広視野角モード用液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記液晶パネルは、増加した下側階調反転の発生角度を有することを特徴とする、請求
項１又は７に記載の広視野角モード用液晶表示装置。
【請求項１１】
　多数のゲートラインと、前記ゲートラインに垂直に交差するデータラインと、前記ゲー
トラインと前記データラインとの間の一定の領域に形成されたピクセル電極と、前記ゲー
トラインと前記データラインと前記ピクセル電極とに各々連結されたスイッチング素子と
を含む液晶表示装置の駆動方法において、
（ａ）外部の画像信号ソースから画像ディスプレイのための入力階調データの入力を受け
る段階;
（ｂ）各入力階調データに対応しており、各入力階調データより低い輝度を表示するため
の第１階調補正値及び高い輝度を表示するための第２階調補正値に基づいて、前記入力階
調データに対応する第１階調補正値及び前記第２階調補正値を反映した平均階調データを
生成する段階;
（ｃ）前記平均階調データをデータ電圧に変換する段階;
（ｄ）前記データ電圧を前記データラインに印加する段階;及び
（ｅ）前記データ電圧の出力のための走査信号を前記ゲートラインに順次に印加する段階
;
を含み、
　前記第１階調補正値及び前記第２階調補正値それぞれは、前記入力階調データに対応す
る２以上の電圧によって表示される輝度を時間平均して生成されており、
　前記第１階調補正値は、ガンマ曲線上の前記入力階調データを中心として階調反転が発
生しない範囲において、前記範囲の下限を、前記入力階調データから前記第１階調補正値
を減算した値に計算されるように算出され、
　前記第２階調補正値は、前記ガンマ曲線上の前記入力階調データを中心として階調反転
が発生しない前記範囲において、前記範囲の上限を、前記入力階調データから前記第２階
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調補正値を加算した値に計算されるように算出され、
　前記第１階調補正値に基づいて生成された階調電圧による低い輝度と、第２階調補正値
に基づいて生成された階調電圧による高い輝度と、が時間平均された輝度は、前記入力階
調データによる輝度と実質的に同一である広視野角モード用液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記段階（ｂ）は、
（ｂ－１）前記入力階調データに対応する第１階調補正値と第２階調補正値とを所定のメ
モリから抽出する段階;及び
（ｂ－２）前記第１階調補正値と前記第２階調補正値とを反映した平均階調データを生成
する段階;を含む、請求項１１に記載の広視野角モード用液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記段階（ｂ－２）の平均階調データは、
　前記入力階調データから前記第１階調補正値を減算して第１生成し、前記第１生成され
た平均階調データは奇数または偶数番目のフレーム駆動時に印加され、
　前記入力階調データに前記第２階調補正値を合算して第２生成し、前記第２生成された
平均階調データは偶数または奇数番目のフレーム駆動時に印加されることを特徴とする、
請求項１２に記載の広視野角モード用液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記第１階調補正値に基づく平均階調データは奇数番目のフレーム駆動時に印加され、
前記第２階調補正値に基づく平均階調データは偶数番目のフレーム駆動時に印加される、
請求項１２に記載の広視野角モード用液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　行列方向に配置された画素と、多数のゲートラインと、前記ゲートラインに垂直に交差
するデータラインと、前記ゲートラインと前記データラインとの間の一定の領域に形成さ
れたピクセル電極と、前記ゲートラインと前記データラインと前記ピクセル電極とに各々
連結されたスイッチング素子とを含む液晶表示装置の駆動方法において、
　（ａ）一のガンマ曲線上の階調ｎ（ｎは自然数）を中心とし階調反転を生じさせない範
囲において、前記範囲の下限が前記階調ｎから第１階調補正値を減算した（ｎ－第１階調
補正値）で算出され、前記範囲の上限が前記階調ｎに第２階調補正値を加算した（ｎ＋第
２階調補正値）で算出されることに基づいて、前記階調ｎに対する前記第１階調補正値を
及び前記第２階調補正値を予め抽出して記憶する段階と、
　（ｂ）外部の画像信号ソースから画像ディスプレイのための特定階調ｋ（ｋは自然数）
の入力を受ける段階と、
　（ｃ）前記メモリから前記特定階調ｋに対応する第１階調補正値ｍ及び第２階調補正値
ｍ’を抽出し、前記特定階調ｋから前記第１階調補正値ｍを減算した第１平均階調データ
（ｋ－ｍ）と、前記特定階調データに前記第２階調補正値ｍ’を加算した第２平均階調デ
ータ（ｋ＋ｍ’）と、を算出する段階と、
　（ｄ）前記第１平均階調データ（ｋ－ｍ）及び前記２平均階調データ（ｋ＋ｍ’）に基
づいてデータ電圧を前記データラインに印加する段階と、
　（ｅ）前記データ電圧の出力のための走査信号を前記ゲートラインに順次に印加する段
階と、を含み、
　前記（ｄ）段階では、垂直同期信号の隣接する立ち上がりエッジ間により定義される期
間を１フレームとする場合に、少なくとも４フレームを単位とする単位時間においてかつ
１又は複数の画素からなる単位空間において、少なくとも２フレームでは前記第１平均階
調データ（ｋ－ｍ）が、別の少なくとも２フレームでは前記第２平均階調データ（ｋ＋ｍ
’）が、フレーム毎に極性が異なるように出力されるとともに、行列方向の少なくともい
ずれかに隣接する単位空間どうしにおいて前記第１平均階調データ又は前記第２平均階調
データの極性が異なるような前記データ電圧が印加され、
　前記制御により、前記第１階調補正値に基づいて生成された第１平均階調データ（ｋ－
ｍ）による輝度と、第２階調補正値に基づいて生成された第２平均階調データ（ｋ＋ｍ’
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）による輝度と、が平均化され、前記平均化された輝度は、前記特定階調ｋによる輝度と
実質的に同一である、広視野角モード用液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記第１平均階調データ（ｋ－ｍ）に基づくデータ電圧は奇数番目のフレーム駆動時に
印加され、
　前記第２平均階調データ（ｋ＋ｍ’）に基づくデータ電圧は偶数番目のフレーム駆動時
に印加される、請求項１５に記載の広視野角モード用液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は液晶表示装置とその駆動方法に関し、より詳しくは、下側階調反転の発生を減
らすための広視野角モード用液晶表示装置とその駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　一般に、ＴＮ（Twisted Nematic）型ＬＣＤで下側階調反転が起こる理由は次
の通りである。説明の便宜上、ＥＣＢ（Electrical Controlled Birefringence
）モードを利用して説明する。ここで、ＥＣＢ型ＬＣＤは、上下配向膜のラビング方向が
同一であるか反対であり、ねじれ角は０゜であり、偏光板と検光板との透過軸が互いに垂
直であり、ラビング方向に対して偏光板の透過軸は４５゜である。
【０００３】
　もし、液晶セルにＶ１<Ｖ２<Ｖ３の各々の電圧を印加する時、液晶方向子は図
１のように配列される。
【０００４】
　図１は一般に液晶セルに印加される電圧対比の液晶方向子の配列を説明するための図面
である。
【０００５】
　図１に図示したように、光が液晶セル配列平面に対して垂直に入射すれば、液晶による
位相遅延（phase retardation）は印加電圧が大きくなるほど減少する
ため、液晶セルの上下に偏光板を互いに垂直におけば、徐々に光が通過しなくなる。つま
り、電圧が大きくなれば透過率が低くなる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、光が液晶セル配列平面に対して特定の角度に傾斜して入射すれば、印加電圧が
Ｖ１からＶ２になる時には位相遅延が徐々に減少して透過率が低くなるが、Ｖ２からＶ３
になる時には反対に位相遅延が徐々に増加して透過率が高くなる。
【０００７】
　つまり、一定の角度以上では、より高い電圧を印加した場合がより低い電圧を印加した
場合より透過率が高くなり、これが階調反転（Gray level inversion）
であり、これを添付する図２を参照して説明する。
【０００８】
　図２は従来の視野角による階調表示を説明するための図面である。
【０００９】
　図２を参照すると、液晶パネルを正面から見る時には正常な階調レベルが確認できるが
、正面より下側におりて行く程、正常な階調レベルでない非正常な階調レベルが確認でき
る。つまり、パネルを下側の一定の角度以上で観察する時、ホワイト階調はブラック階調
に、ブラック階調はホワイト階調に反転すると認識される下側階調反転の問題点が発生す
る。
【００１０】
　このような下側階調反転は、液晶表示装置の視野角を狭めて狭視野角の問題を起こす。
【００１１】
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　このように液晶表示装置の狭視野角の問題を解決するための一つの方法として、補償フ
ィルムを利用することができるが、このような補償フィルムを利用した方法は、明暗対比
率（CR;Contrast Ratio）の改善効果は優れているが、階調反
転の特性は大きく改善されない問題点がある。
【００１２】
　また、液晶表示装置の狭視野角の問題を解決するための方法として、ＩＰＳモードや垂
直配向（ＶＡ）モードなどを利用することができるが、このようなモードの採用は、複雑
な工程を要求しており、不良率が高いという問題点がある。
【００１３】
　一方、液晶表示装置には、共通電極電圧の揺れ、または液晶の応答時間差を理由にして
フリッカーが発生するが、このようなフリッカーの原因を添付する図３Ａ及び図３Ｂ、図
４を参照して各々説明する。
【００１４】
　まず、図３Ａ及び図３Ｂは従来の液晶表示装置で発生する共通電極電圧の揺れによって
発生するフリッカーを説明するための図面であって、特に、ピクセルに電圧を印加しない
状態でホワイト階調を、電圧を印加することによってブラック階調を示すノーマリーホワ
イトモードを備えた液晶表示装置を一例として説明する。
【００１５】
　より詳しくは、図３Ａは第１乃至第４ピクセルに各々フレーム別に印加されるピクセル
電圧を図示する。
【００１６】
　図３Ａを参照すると、理想的な共通電極電圧（Idea Vcom）を中心にピクセル
電圧が印加されなければならないが、実際の駆動時には共通電極電圧（実際Ｖｃｏｍ）が
一定のレベルシフトされて位置するので第１フレームで印加されるピクセル電圧の大きさ
と第２フレームで印加されるピクセル電圧の大きさとが異なってフリッカーが発生する。
【００１７】
　図３Ｂは前記図３Ａで空間的に配置された第１乃至第４ピクセルにフレーム別に印加さ
れ、ピクセルが実際に感じるピクセル電圧を図示する。
【００１８】
　図３Ｂを参照すると、第２及び第３フレームでは画面全体で（Ｌ－）と（Ｈ´+）程度
の輝度を示し、第１及び第４フレームでは（Ｈ－）と（Ｌ´－）程度の輝度を示すので、
この二つの輝度差が１５Ｈｚ成分でフリッカーとして現れる。
【００１９】
　図４は、従来の液晶表示装置で発生する液晶の応答時間差によって発生するフリッカー
を説明するための図面であって、特に、（ａ）は特定ピクセルにフレーム別（７フレーム
まで図示）に印加される電圧とこれに応答する輝度レベルとを説明するための図面であり
、（ｂ）は前記ピクセルに隣接するピクセルにフレーム別に印加される電圧とこれに応答
する輝度レベルとを説明するための図面である。
【００２０】
　図４を参照すると、ロー電圧からハイ電圧へ行く時と、ハイ電圧からロー電圧へ行く時
との応答時間の差ために、左右二つの波形を有するピクセルの平均で駆動する場合、画面
全体で円で表示した部分でフリッカーが発生する。
【００２１】
　本発明の技術と課題は、このような従来の問題点を解決するためのものであって、本発
明の目的は、二つ以上の階調電圧によって表示される輝度を反転法や各フレーム別輝度パ
ターンを最適化して時間的に平均化させる方法によって一つの階調を表現することによっ
て、フリッカーの発生を低減させて下側階調反転の問題を解決するための広視野角モード
用液晶表示装置を提供することにある。
【００２２】
　また、本発明の他の目的は、前記広視野角モード用液晶表示装置の駆動方法を提供する
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ことにある。
【００２３】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するために、各入力階調データに対応して前記入力階調データより低い
輝度を表示するための第１階調補正値及び高い輝度を表示するための第２階調補正値を含
む階調補正値のセットをルックアップテーブルに保存し、入力階調データに対応して前記
第１階調補正値及び前記第２階調補正値を反映した平均階調データを出力するタイミング
制御部;所定の走査信号を順次に出力するゲートドライバー;前記平均階調データの入力を
受けて所定のデータ電圧に変換して出力するデータドライバー;及び前記走査信号の入力
によって前記データ電圧による画像をディスプレイする液晶パネル;を含み、
　前記第１階調補正値及び前記第２階調補正値それぞれは、前記入力階調データに対応す
る２以上の電圧によって表示される輝度を時間平均して生成されており、
　前記第１階調補正値は、ガンマ曲線上の前記入力階調データを中心として階調反転が発
生しない範囲において、前記範囲の下限を、前記入力階調データから前記第１階調補正値
を減算した値に計算されるように算出され、
　前記第２階調補正値は、前記ガンマ曲線上の前記入力階調データを中心として階調反転
が発生しない前記範囲において、前記範囲の上限を、前記入力階調データから前記第２階
調補正値を加算した値に計算されるように算出され、
　前記第１階調補正値に基づいて生成された階調電圧による低い輝度と、第２階調補正値
に基づいて生成された階調電圧による高い輝度と、が時間平均された輝度は、前記入力階
調データによる輝度と実質的に同一である広視野角モード用液晶表示装置を提供する。
　ここで、前記タイミング制御部は、外部からＲＧＢ各々のサブピクセルに対応する階調
データが印加されることによって、前記第１階調補正値及び前記第２階調補正値に基づい
て前記ＲＧＢ各々のサブピクセルのうちの一つ以上のサブピクセルに対応する階調データ
を平均化して平均階調データを出力することを特徴とする。
【００２４】
　また、前記タイミング制御部は、前記データドライバーに入力され前記データドライバ
ーを制御する第１制御信号と前記ゲートドライバーに入力され前記ゲートドライバーを制
御する第２制御信号と駆動電圧発生部に入力され前記駆動電圧発生部を制御する第３制御
信号とを生成して出力する信号処理部;及び外部から入力される画像データの階調を平均
化した平均階調データを出力する階調平均化部;を含む。
　また、前記階調平均化部は、前記第３制御信号に含まれ、隣接するゲートラインにそれ
ぞれ供給される互いに位相が異なる１組のライン反転信号（ＲＶＳ、／ＲＶＳ）に同期し
て前記平均階調データを出力することを特徴とする。
　また、前記階調平均化部は、前記第１階調補正値と前記第２階調補正値とを保存する前
記ルックアップテーブルを有しており、外部からＲＧＢ各々の階調データが入力されるこ
とによって前記ルックアップテーブルから前記第１階調補正値または前記第２階調補正値
を抽出し、前記第１階調補正値または前記第２階調補正値を反映した平均階調データを前
記データドライバーに出力するデータ処理部を含む。
　また、前記データ処理部は、一つ以上のフレーム別に前記第１階調補正値を反映した平
均階調データまたは前記第２階調補正値を反映した平均階調データを出力することを特徴
とする。
【００２５】
　また、（Ａ）行列方向に配置された画素と、（Ｂ１）ガンマ曲線上の階調ｎ（ｎは自然
数）を中心とし階調反転を生じさせない範囲において、前記範囲の下限が前記階調ｎから
第１階調補正値を減算した（ｎ－第１階調補正値）で算出され、前記範囲の上限が前記階
調ｎに第２階調補正値を加算した（ｎ＋第２階調補正値）で算出されることに基づいて、
前記階調ｎに対する前記第１階調補正値を及び前記第２階調補正値を予め抽出して記憶す
るメモリを備え、（Ｂ２）外部から特定階調ｋが入力されると、前記メモリから前記特定
階調ｋ（ｋは自然数）に対応する第１階調補正値ｍ及び第２階調補正値ｍ’を抽出し、前
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記特定階調ｋから前記第１階調補正値ｍを減算した第１平均階調データ（ｋ－ｍ）と、前
記特定階調データに前記第２階調補正値ｍ’を加算した第２平均階調データ（ｋ＋ｍ’）
と、を算出し、（Ｂ３）垂直同期信号の隣接する立ち上がりエッジ間により定義される期
間を１フレームとする場合に、少なくとも４フレームを単位とする単位時間においてかつ
１又は複数の画素からなる単位空間において、少なくとも２フレームでは前記第１平均階
調データ（ｋ－ｍ）を、別の少なくとも２フレームでは前記第２平均階調データ（ｋ＋ｍ
’）を、フレーム毎に極性が異なるように出力するとともに、行列方向の少なくともいず
れかに隣接する単位空間どうしにおいて前記第１平均階調データ又は前記第２平均階調デ
ータの極性を異ならせて出力するタイミング制御部と、（Ｃ）所定の走査信号を順次に出
力するゲートドライバーと、（Ｄ）前記第１平均階調データ及び前記第２平均階調データ
の入力を受けると、前記第１平均階調データ及び前記第２平均階調データそれぞれを第１
データ電圧及び第２データ電圧に変換して出力するデータドライバーと、（Ｅ）前記走査
信号の入力によって前記第１データ電圧及び前記第２データ電圧による画像を表示する液
晶パネルと、を含み、前記タイミング制御部の制御により、前記第１階調補正値に基づい
て生成された第１平均階調データ（ｋ－ｍ）による輝度と、第２階調補正値に基づいて生
成された第２平均階調データ（ｋ＋ｍ’）による輝度と、が平均化され、前記平均化され
た輝度は、前記特定階調ｋによる輝度と実質的に同一である、広視野角モード用液晶表示
装置を提供する。
　また、前記特定階調ｋには、ＲＧＢ各々のサブピクセルに対応する特定階調ｋ１、ｋ２
、ｋ３が含まれ、前記タイミング制御部は、前記特定階調ｋ１、ｋ２、ｋ３の少なくとも
１つに基づいて前記第１平均階調データ（ｋ－ｍ）及び前記第２平均階調データ（ｋ＋ｍ
’）を算出する。
【００２６】
　また、前記液晶パネルは、ＴＮモードの液晶を備えることを特徴とする。
　また、前記液晶パネルは、増加した下側階調反転の発生角度を有することを特徴とする
。
【００２７】
　また、多数のゲートラインと、前記ゲートラインに垂直に交差するデータラインと、前
記ゲートラインと前記データラインとの間の一定の領域に形成されたピクセル電極と、前
記ゲートラインと前記データラインと前記ピクセル電極とに各々連結されたスイッチング
素子とを含む液晶表示装置の駆動方法において、（ａ）外部の画像信号ソースから画像デ
ィスプレイのための入力階調データの入力を受ける段階;（ｂ）各入力階調データに対応
しており、各入力階調データより低い輝度を表示するための第１階調補正値及び高い輝度
を表示するための第２階調補正値に基づいて、前記入力階調データに対応する第１階調補
正値及び前記第２階調補正値を反映した平均階調データを生成する段階;（ｃ）前記平均
階調データをデータ電圧に変換する段階;（ｄ）前記データ電圧を前記データラインに印
加する段階;及び（ｅ）前記データ電圧の出力のための走査信号を前記ゲートラインに順
次に印加する段階;を含み、
　前記第１階調補正値及び前記第２階調補正値それぞれは、前記入力階調データに対応す
る２以上の電圧によって表示される輝度を時間平均して生成されており、
　前記第１階調補正値は、ガンマ曲線上の前記入力階調データを中心として階調反転が発
生しない範囲において、前記範囲の下限を、前記入力階調データから前記第１階調補正値
を減算した値に計算されるように算出され、
　前記第２階調補正値は、前記ガンマ曲線上の前記入力階調データを中心として階調反転
が発生しない前記範囲において、前記範囲の上限を、前記入力階調データから前記第２階
調補正値を加算した値に計算されるように算出され、
　前記第１階調補正値に基づいて生成された階調電圧による低い輝度と、第２階調補正値
に基づいて生成された階調電圧による高い輝度と、が時間平均された輝度は、前記入力階
調データによる輝度と実質的に同一である広視野角モード用液晶表示装置の駆動方法を提
供する。
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　また、前記段階（ｂ）は、（ｂ－１）前記入力階調データに対応する第１階調補正値と
第２階調補正値とを所定のメモリから抽出する段階;及び（ｂ－２）前記第１階調補正値
と前記第２階調補正値とを反映した平均階調データを生成する段階;を含む。
【００２８】
　また、前記段階（ｂ－２）の平均階調データは、前記入力階調データから前記第１階調
補正値を減算して第１生成し、前記第１生成された平均階調データは奇数または偶数番目
のフレーム駆動時に印加され、前記入力階調データに前記第２階調補正値を合算して第２
生成し、前記第２生成された平均階調データは偶数または奇数番目のフレーム駆動時に印
加されることを特徴とする。
　また、前記第１階調補正値に基づく平均階調データは奇数番目のフレーム駆動時に印加
され、前記第２階調補正値に基づく平均階調データは偶数番目のフレーム駆動時に印加さ
れる。
【００２９】
　また、行列方向に配置された画素と、多数のゲートラインと、前記ゲートラインに垂直
に交差するデータラインと、前記ゲートラインと前記データラインとの間の一定の領域に
形成されたピクセル電極と、前記ゲートラインと前記データラインと前記ピクセル電極と
に各々連結されたスイッチング素子とを含む液晶表示装置の駆動方法において、
　（ａ）一のガンマ曲線上の階調ｎ（ｎは自然数）を中心とし階調反転を生じさせない範
囲において、前記範囲の下限が前記階調ｎから第１階調補正値を減算した（ｎ－第１階調
補正値）で算出され、前記範囲の上限が前記階調ｎに第２階調補正値を加算した（ｎ＋第
２階調補正値）で算出されることに基づいて、前記階調ｎに対する前記第１階調補正値を
及び前記第２階調補正値を予め抽出して記憶する段階と、（ｂ）外部の画像信号ソースか
ら画像ディスプレイのための特定階調ｋ（ｋは自然数）の入力を受ける段階と、（ｃ）前
記メモリから前記特定階調ｋに対応する第１階調補正値ｍ及び第２階調補正値ｍ’を抽出
し、前記特定階調ｋから前記第１階調補正値ｍを減算した第１平均階調データ（ｋ－ｍ）
と、前記特定階調データに前記第２階調補正値ｍ’を加算した第２平均階調データ（ｋ＋
ｍ’）と、を算出する段階と、（ｄ）前記第１平均階調データ（ｋ－ｍ）及び前記２平均
階調データ（ｋ＋ｍ’）に基づいてデータ電圧を前記データラインに印加する段階と、（
ｅ）前記データ電圧の出力のための走査信号を前記ゲートラインに順次に印加する段階と
、を含み、前記（ｄ）段階では、垂直同期信号の隣接する立ち上がりエッジ間により定義
される期間を１フレームとする場合に、少なくとも４フレームを単位とする単位時間にお
いてかつ１又は複数の画素からなる単位空間において、少なくとも２フレームでは前記第
１平均階調データ（ｋ－ｍ）が、別の少なくとも２フレームでは前記第２平均階調データ
（ｋ＋ｍ’）が、フレーム毎に極性が異なるように出力されるとともに、行列方向の少な
くともいずれかに隣接する単位空間どうしにおいて前記第１平均階調データ又は前記第２
平均階調データの極性が異なるような前記データ電圧が印加され、前記制御により、前記
第１階調補正値に基づいて生成された第１平均階調データ（ｋ－ｍ）による輝度と、第２
階調補正値に基づいて生成された第２平均階調データ（ｋ＋ｍ’）による輝度と、が平均
化され、前記平均化された輝度は、前記特定階調ｋによる輝度と実質的に同一である、広
視野角モード用液晶表示装置の駆動方法を提供する。
　また、前記第１平均階調データ（ｋ－ｍ）に基づくデータ電圧は奇数番目のフレーム駆
動時に印加され、前記第２平均階調データ（ｋ＋ｍ’）に基づくデータ電圧は偶数番目の
フレーム駆動時に印加される。
【００３０】
　このような広視野角モード用液晶表示装置及びその駆動方法によれば、一つの階調を表
現するために二つ以上の電圧によって表示される輝度を反転法や各フレーム別輝度パター
ンを最適化して時間的に平均化させる方法によってＴＮモードで問題となる下側階調反転
の問題を解決することができる。
【００３１】
【発明の実施の形態】
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　以下、通常の知識を持つ者が本発明を容易に実施することができるように実施例につい
て説明する。
【００３２】
　まず、本発明による駆動方法を利用した二つ以上の階調（Gray）を平均化する
方法における前提条件は下記の通りである。
【００３３】
　第１番目に、階調電圧平均化以前のガンマ曲線と同一に測定されるように各階調別に平
均させる階調が計算されること。
【００３４】
　第２番目に、一つのピクセルで一定の時間の間正極性及び負極性の電圧の大きさが対称
であるＤＣフリーであること。
【００３５】
　第３番目に、一つのピクセルで一定の時間周期で輝度平均が一定であること。
【００３６】
　第４番目に、共通電極電圧の揺れによる画面全体の輝度変化がないこと。
【００３７】
　第５番目に、液晶の応答時間差による画面輝度が他のピクセルが適切に平均化されて観
察者の目に見えないこと。
【００３８】
　図５は、本発明の実施例による広視野角モード用液晶表示装置を説明するための図面で
ある。
【００３９】
　図５を参照すると、本発明の実施例による広視野角モード用液晶表示装置は、階調平均
化部１１０を含むタイミング制御部１００、ゲートドライバー２００、データドライバー
３００及び液晶パネル４００を含む。
【００４０】
　タイミング制御部１００は、外部から階調データ（Ｇｎ）が入力されることによって平
均化された階調データ（Ｇｎ´）をデータドライバー３００に出力する。
【００４１】
　より詳しくは、タイミング制御部１００は、反転法や各フレーム別輝度パターンを最適
化して時間的に平均化する方法を利用して、階調データに対応する輝度レベルを光学的に
平均化するための第１階調補正値と第２階調補正値とを所定のメモリに保存し、外部から
特定階調データ（Ｇｎ）が入力されることによってこれに連動して前記第１階調補正値ま
たは第２階調補正値を反映した平均階調データ（Ｇｎ´）を出力する。
【００４２】
　ゲートドライバー２００は、タイミング制御部１００から入力されるタイミング信号（
図示せず）に基づいて走査信号（またはゲートオン電圧）を液晶パネル４００に印加し、
ゲートオン電圧が印加されたゲートラインにゲート電極が連結されるＴＦＴをターンオン
させる。
【００４３】
　データドライバー３００は、タイミング制御部１００から入力される平均階調データ（
Ｇｎ´）をデータ電圧に変換し、階調平均化されたデータ電圧を液晶パネル４００に出力
する。
【００４４】
　液晶パネル４００には、ゲートオン信号を伝達するための多数のゲートライン（Ｓ１、
Ｓ２、Ｓ３、．．．、Ｓｎ）が形成されており、階調平均化されたデータ電圧を伝達する
ためのデータライン（Ｄ１、Ｄ２、．．．、Ｄｍ）が形成されている。この時、ゲートラ
インとデータラインとによって囲まれた領域は各々画素をなし、各画素は、ゲートライン
及びデータラインに各々ゲート電極及びソース電極が連結される薄膜トランジスタ１１０
と薄膜トランジスタ１１０のドレーン電極に並列連結される液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）と
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ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）とを含む。
　ゲートラインには、データ電圧を出力するするための走査信号が順次に印加される。
【００４５】
　以上で、階調平均化部がタイミング制御部に含まれたものをその一例として説明したが
、階調平均化部をタイミング制御部とは別途に具現したスタンドアローン（Stand alone
）方式にしても本発明の要旨を逸脱しない。
【００４６】
　以下、前記階調平均化部を含むタイミング制御部を添付する図面を参照にしてより詳細
に説明する。
【００４７】
　図６は、前記図５のタイミング制御部をより詳細に説明するための図面である。
【００４８】
　図６を参照すると、本発明によるタイミング制御部は、階調平均化部１１０、入力処理
部１２０、クロック処理部１３０及び信号処理部１４０を含む。
【００４９】
　階調平均化部１１０は、データ処理部１１２とルックアップテーブル１１４とからなり
、外部のグラフィックコントローラー（図示せず）から入力されたデータをゲートドライ
バー２００とデータドライバー３００とで要求するタイミングに合うようにデータを分周
したりデータを押すという一般に公知された機能と共に、前記入力される画像データの階
調を平均化する機能も行う。
【００５０】
　より詳しくは、前記ルックアップテーブル１１４には、二つ以上の電圧によって表示さ
れる輝度を反転法や各フレーム別輝度パターンを最適化して時間的に平均化させる方法に
よって生成した第１階調補正値と第２階調補正値とを保存する。もちろん、第１及び第２
階調補正値は液晶表示装置の設計者が液晶パネルに最適なように各補正値を設計して保存
するのが好ましい。
【００５１】
　データ処理部１１２は、外部からＲＧＢ各々の階調データ（Ｇｎ）が入力されることに
よって前記ルックアップテーブル１１４から第１階調補正値または第２階調補正値を抽出
し、抽出された補正値を反映した平均階調データ（Ｇｎ´またはＲ´Ｇ´Ｂ´）をデータ
ドライバー３００に出力する。この時、データ処理部１１２により出力される平均階調デ
ータは、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、データイネーブル
信号（ＤＥ）、メインクロック（ＭＣＬＫ）に応答するのが好ましい。
【００５２】
　ここで、平均階調データ（Ｇｎ´）は特定階調データに前記第１階調補正値や第２階調
補正値を減算または加算する動作によって出力することもでき、前記第１階調補正値や第
２階調補正値を平均階調データ（Ｇｎ´）として直接出力することができる。この時、平
均階調データの出力は特定階調データに応答して信号処理部から出力されるライン反転信
号（ＲＶＳまたは/ＲＶＳ）に同期するのが好ましい。
【００５３】
　入力処理部１２０は、外部のグラフィックコントローラ（図示せず）から入力される信
号が多少可変的であるので、この信号を一定に処理してデータ処理部１１２と信号処理部
１４０とでの作業を容易にする。つまり、不規則な入力信号などの変化、例えば、１フレ
ーム周期内の垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）の個数の変化、モードによるライン当りのリセ
ット周期の変化、１Ｈ周期内のクロック個数の変化などを規則的にしたり、不規則な変化
と関係なく一定に出力できるように処理する部分である。
【００５４】
　クロック処理部１３０はクロックを調節するが、データドライバー３００内にデータと
クロックとが適切なタイミングで入るようにクロックを調節する部分で、タイミングの誤
差を最も減らさなければならない部分である。
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【００５５】
　信号処理部１４０はほとんどカウンターとデコーダーとからなり、ゲートドライバー２
００とデータドライバー３００と駆動電圧発生部（図示せず）とに各々入力される制御信
号を生成する。
【００５６】
　つまり、信号処理部１４０は、外部のグラフィックコントローラーから入力されるフレ
ーム区別信号である垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、ライン区別信号である水平同期信号（
Ｈｓｙｎｃ）、データが出力される区間の間だけハイレべルの信号を出力するデータイネ
ーブル信号（ＤＥ）、メインクロック（ＭＣＬＫ）の入力を受けてゲートドライバー２０
０とデータドライバー３００と駆動電圧発生部とで要求する各種制御信号、例えば水平同
期開始信号（ＳＴＨ）、ロード信号、ゲートクロック、垂直同期開始信号（ＳＴＶ）、ラ
イン反転信号（ＲＶＳまたは/ＲＶＳ）、ゲートオンイネーブル信号（ＣＰＶ）などの信
号を直接作る。
【００５７】
　特に、前記ライン反転信号（ＲＶＳまたは/ＲＶＳ）は、ゲートドライバー２００が出
力するゲートオン電圧（Ｖｏｎ）とゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）とを生成して出力する駆
動電圧発生部に印加されると共に、階調平均化部１１０のデータ処理部１１２に印加され
る。
【００５８】
　ここで、駆動電圧発生部は、１Ｈ周期で０乃至５ボルトでスイングするＲＶＳとＲＶＳ
Ｂとの入力を受けて同位上で反転する共通電極電圧（Ｖｃｏｍ）と反転共通電極電圧（/
Ｖｃｏｍ）とを生成し、同位上で反転するゲートオン電圧（Ｖｏｎ）とゲートオフ電圧（
Ｖｏｆｆ）とを生成する。
【００５９】
　以上の実施例では階調補正値を保存するルックアップテーブルをタイミング制御部に内
蔵したものを説明したが、ルックアップテーブルがタイミング制御部とは離隔したスタン
ドアローン方式にも具現できる。このようなスタンドアローン方式は液晶パネルが他の液
晶パネルに交換されてもより容易にルックアップテーブルを交換するためである。
【００６０】
　図７Ａ及び図７Ｂは、本発明の一実施例による二つの階調の平均駆動法を説明するため
の図面であって、特に、二つの階調の１対１平均駆動法を説明する。より詳しくは、図７
Ａは本発明の一実施例による二つの階調の１対１平均駆動法を採用するのに最適な液晶パ
ネルのパターンを図示し、図７Ｂは前記図７Ａに印加される階調電圧のフレーム別印加パ
ターンを図示する。
【００６１】
　図７Ａに図示したように、本発明の一実施例による二つの階調の平均駆動法によれば、
空間的に配置されたピクセルである１２＊４ピクセルを一つのユニット（ＵＮＩＴ）とし
て、図７Ｂに図示したように、時間的なフレーム別に、例えば、４フレームを一つのユニ
ットとして階調電圧を印加する。極性を反転させて駆動させる場合、正極性に対して少な
くとも２つの階調電圧が存在するときにのみ平均値が存在し、負極性に対して少なくとも
２つの階調電圧が存在するときにのみ平均値が存在する。そのため、正極性に対して少な
くとも２つのフレーム、負極性に対して少なくとも２つのフレームが必要であり、少なく
とも４フレームを１つのユニットとして階調電圧を印加する必要がある。１つのユニット
としては、４フレームに限られず、６フレーム、８フレームまたはそれ以外のフレームで
もあり得る。この時、ピクセルはＲ、Ｇ、Ｂ各々のピクセルでも、ＲＧＢを一つのユニッ
トにくくったピクセルユニットでもあり得る。
【００６２】
　動作する時、第１データラインの第１ゲートラインに印加される階調電圧（Ａ）は、第
１及び第２フレームを駆動する時には正常な階調電圧（点線表示）より低い階調電圧を印
加し、第３及び第４フレームを駆動する時には正常な階調電圧（点線表示）より高い階調
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電圧を印加する方式を繰り返す。
【００６３】
　ここで、前記低い階調電圧は、外部から入力される階調データ（ｎ）から第１階調補正
値を減算した階調データに対応する電圧でも、階調データに対応する第１階調補正値に対
応する電圧でもあり得る。
【００６４】
　また、前記高い階調電圧は、外部から入力される階調データ（ｎ）に第２階調補正値を
合算した階調データに対応する電圧でも、階調データに対応する第２階調補正値に対応す
る電圧でもあり得る。
【００６５】
　以上の一実施例ではＲＧＢの各サブピクセルの全てを二つの電圧の平均で階調を表現す
る例を説明したが、ＲＧＢのうちの一つまたは二つのサブピクセルだけを電圧差などを印
加する方式を通じても可能である。
【００６６】
　以下、本発明の一実施例による二つの階調の１対１平均駆動法を具現するために外部か
ら入力される階調データに対応してルックアップテーブルに保存される第１階調補正値（
ｍ）と第２階調補正値（ｍ´）との演算過程を添付した図８を参照して説明する。
【００６７】
　図８は、前記図７Ａ及び図７Ｂで説明した広視野角モード用液晶表示装置によるガンマ
曲線上で特定ｎに対するｍとｍ´との演算を説明するための図面である。この時、ガンマ
曲線は各階調と光透過率との間の関係を示し、ｍは第１階調補正値、ｍ´は第２階調補正
値である。
【００６８】
　図８を参照すると、液晶表示装置の設計者側では特定階調Ｇ（ｎ）の光透過率Ｉ（ｎ）
に対してΔＩだけ差のあるＧ（ｎ－ｍ）とＧ（ｎ+ｍ´）とを探してｍ値とｍ´値とを得
る。ここで、ΔＩ値の大きさを調節しながら視覚的に深刻な影響を与えない範囲内で階調
反転が起こらないΔＩ値を求めればよい。
【００６９】
　しかし、フル階調を６４階調と仮定する時、ホワイト及びブラックに近い階調では（Ｉ
（ｎ）+ΔＩ）>Ｉ（６４）の条件を満たしたり、（Ｉ（ｎ）+ΔＩ）<Ｉ
（１）の条件を満たす。この時は、各々（Ｉ（ｎ）+ΔＩ）=Ｉ（６４）の条件や
（Ｉ（ｎ）+ΔＩ）=Ｉ（１）の条件を満たすｍとｍ’とを使用する。当然、この
領域ではΔＩが中間領域とは異なる値を有する。
【００７０】
　以上のｎ、ｍ、ｍ’の関係は以下の数式１より表される。
【数式１】

【００７１】
　ここで、液晶表示装置のフル（Full）階調を６４階調と仮定する時、ｎはホワ
イト階調が６４、ブラック階調が１であり、ｍは第１階調補正値、ｍ´は第２階調補正値
であり、ｍ+ｍ´は最小で２０以上であると視覚的に深刻な影響を与えず好ましい。
【００７２】
　図９（ａ）乃至図９（ｄ）は、本発明によって定義されるｍ値とこれに対応するビュー
イング角度による下側階調反転の光特性グラフである。特に図９（ａ）はｍ値を０とした
時、下側階調反転が３６度で、図９（ｂ）はｍ値を１０とした時、下側階調反転が３８度
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で、図９（ｃ）はｍ値を３０とした時、下側階調反転が５６度で、図９（ｄ）はｍ値を５
０とした時、下側階調反転が８０度以上で発生した時の各々の光特性グラフである。
【００７３】
　図９（ａ）乃至図９（ｄ）を参照すると、ｍ値が増加する程、下側階調反転が発生する
角度が増加することが確認できる。
【００７４】
　図１０は、本発明による階調表示を説明するための図面である。
【００７５】
　図１０を参照すると、一般的な液晶表示装置の階調レベルに対応する階調値（Ｇ１、Ｇ
２、Ｇ３）では円形表示した部分で階調反転が発生するが、本発明による階調平均化動作
を通じた階調値（Ｇ１´、Ｇ２´）では階調反転が発生しないことが確認できる。
【００７６】
　以上で説明したように、本発明の一実施例によると、階調電圧平均化以前のガンマ曲線
と同一に測定されるように各階調別に平均させる階調を計算することができ、一つのピク
セルで一定の時間の間正極性及び負極性の電圧の大きさが対称であるＤＣフリー条件を満
たして一つのピクセルで一定の時間周期で輝度平均が一定であることが確認できる。
【００７７】
　また、共通電極電圧の揺れによる画面全体の輝度変化がないので、共通電極電圧の揺れ
によって発生するフリッカーの原因を除去することができ、応答時間差による画面輝度が
異なるピクセルが適切に平均化されて目に見えないので、液晶の応答時間差によって発生
するフリッカーの原因を除去することができる。
【００７８】
　図１１Ａ及び図１１Ｂは本発明の他の実施例による二つの階調の平均駆動法を説明する
ための図面であって、特に二つの階調の２対１平均駆動法を説明する。より詳しくは、図
１１Ａは本発明の他の実施例による二つの階調の２対１平均駆動法を採用するのに適した
液晶パネルのパターンを図示し、図１１Ｂは前記図１１Ａに印加される階調電圧のフレー
ム別印加パターンを図示する。
【００７９】
　図１１Ａに図示したように、本発明の他の実施例による二つの階調の平均駆動法によれ
ば、空間的に配置されたピクセルである５４＊３ピクセルを一つのユニットとして、図１
１Ｂに図示したように、時間的なフレーム別に、例えば６フレームを一つのユニットとし
て階調電圧を印加する。この時、ピクセルはＲ、Ｇ、Ｂ各々のピクセルでも、ＲＧＢを一
つのユニットにくくったピクセルユニットでもあり得る。
【００８０】
　特に、図１１Ａに図示したように、図面上では１/２ユニットといえる２７＊３ピクセ
ルだけを図示しており、他の１/２ユニットではＡ１<－>Ａ２、Ｂ１<－
>Ｂ２、Ｃ１<－>Ｃ２の関係（つまり、フレーム別に反転関係）に変更しながら
フレーム別に印加される。
【００８１】
　例えば、第１データラインの第１ゲートラインに印加される階調電圧（Ａ１）は、第１
フレームを駆動する時には正常な階調電圧より低い階調電圧を印加し、第２及び第３フレ
ームを駆動する時には正常な階調電圧より高い階調電圧を印加し、第４フレームを駆動す
る時には正常な階調電圧より低い階調電圧を印加し、第５及び第６フレームを駆動する時
には正常な階調電圧より高い階調電圧を印加する方式を繰り返す。また、他の例としては
、奇数番目のフレームを駆動する時には正常な階調電圧より低い階調電圧を印加し、偶数
番目のフレームを駆動する時には正常な階調電圧より高い階調電圧を印加する方式を繰り
返す。逆に、偶数番目のフレームを駆動する時には正常な階調電圧より低い階調電圧を印
加し、奇数番目のフレームを駆動する時には正常な階調電圧より高い階調電圧を印加する
方式を繰り返す。
【００８２】
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　ここで、前記低い階調電圧は、外部から入力される階調データ（ｎ）から第１階調補正
値（ｍ）を減算した階調データ（ｎ－ｍ）に対応する電圧でも、階調データに対応する第
１階調補正値（ｍ）に対応する電圧でもあり得る。また、前記高い階調電圧は、外部から
入力される階調データ（ｎ）に第２階調補正値（ｍ´）を加算した階調データ（ｎ＋ｍ´
）に対応する電圧でも、階調データに対応する第２階調補正値（ｍ´）に対応する電圧で
もあり得る。
【００８３】
　以下、本発明の他の実施例による二つの階調の２対１平均駆動法を具現するために外部
から入力される階調データに対応してルックアップテーブルに保存される第１階調補正値
（ｍ）と第２階調補正値（ｍ´）との演算過程を添付した図１２を参照して説明する。
【００８４】
　図１２は、前記図１１Ａ及び図１１Ｂのガンマ曲線上で特定ｎに対するｍとｍ´との演
算を説明するための図面である。
【００８５】
　図１２を参照すると、まず、特定階調が指定されることによってＬＣＤ設計者は任意の
ｍ値とｍ´値とを設定しながら視覚的に深刻な影響を与えない範囲内で階調反転が起こら
ないΔＩ１値とΔＩ２値とを演算し、演算されたΔＩ１値とΔＩ２値とに各々対応するｍ
値とｍ´値とを得る。この時、階調ごとにΔＩ値は相異するが、特定階調に対しては同一
なΔＩ値を有する。
【００８６】
　前記図１２のように、ｍ´を調節しながら視覚的に深刻な影響を与えない範囲内で階調
反転が起こらないｍ´値を求めればよい。
【００８７】
　液晶表示装置のフル階調を６４階調と仮定する時、ホワイト及びブラックに近い階調で
は（ｎ+ｍ）>６４であるか（ｎ－ｍ´）<０であるが、この時には、各
々（ｎ+ｍ）=６４であるか（ｎ－ｍ´）=１になるようにする。
【００８８】
　以上のｎ、ｍ、ｍ’の関係は以下の数式２より表される。
【数式２】

【００８９】
　ここで、液晶表示装置のフル階調を６４階調と仮定する時、ｎはホワイト階調が６４、
ブラック階調が１であり、ｍは第１階調補正値、ｍ´は第２階調補正値であり、ｍ+ｍ´
は最小で２０以上であると視覚的に深刻な影響を与えず好ましい。
【００９０】
　以上で説明した本発明の一実施例と他の実施例とでは、前記二つ以上の階調を平均化し
て第１及び第２階調補正値を各々メモリに保存するために、時間的に変動する特定フレー
ムで空間的に配置される特定ピクセルとこれに隣接するピクセルとに印加される階調を平
均化する過程を通じて演算することをその一例として各々説明したが、空間的に配置され
る特定ピクセルで時間的に変動する以前のフレームと現在のフレームとに印加される階調
データを平均化することもできる。
【００９１】
　前記では、本発明の好ましい実施例を参照して説明したが、該当技術分野の熟練した当
業者は、特許請求の範囲に記載された本発明の思想及び領域から逸脱しない範囲内で本発
明を多様に修正及び変更させることができるであろう。
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【００９２】
【発明の効果】
　以上で説明したように、本発明によって、二つ以上の階調を平均化するための第１及び
第２階調補正値を所定のメモリに保存し、外部から階調データが入力されることによって
メモリに保存された第１及び第２階調補正値を反映して平均階調データを出力することに
よって下側階調反転を改善することができ、ＴＮモードでの問題を解決することができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】　一般に液晶セルに印加される電圧対比の液晶方向子の配列を説明するための図
面である。
【図２】　従来の視野角による階調表示を説明するための図面である。
【図３Ａ】　第１乃至第４ピクセルに各々フレーム別に印加されるピクセル電圧を示す図
面である。
【図３Ｂ】　図３Ａで空間的に配置された第１乃至第４ピクセルにフレーム別に印加され
、ピクセルが実際に感じるピクセル電圧を示す図面である。
【図４】（ａ）従来の液晶表示装置で発生する液晶の応答時間差によって発生するフリッ
カーを説明するための図面であり、特定ピクセルにフレーム別（７フレームまで図示）に
印加される電圧とこれに応答する輝度レベルとを説明するための図面である。
（ｂ）（ａ）のピクセルに隣接するピクセルにフレーム別に印加される電圧とこれに応答
する輝度レベルとを説明するための図面である。
【図５】　本発明の実施例による広視野角モード用液晶表示装置を説明するための図面で
ある。
【図６】　前記図５のタイミング制御部をより詳細に説明するための図面である。
【図７Ａ】　本発明の一実施例による二つの階調の平均法を説明するための図面である。
【図７Ｂ】　本発明の一実施例による二つの階調の平均法を説明するための図面である。
【図８】　前記図７Ａ及び図７Ｂのガンマ曲線上で特定ｎに対するｍとｍ´との演算を説
明するための図面である。
【図９】（ａ）本発明によって定義されるｍ値とこれに対応するビューイング角度による
下側階調反転の光特性グラフである。
（ｂ）本発明によって定義されるｍ値とこれに対応するビューイング角度による下側階調
反転の光特性グラフである。
（ｃ）本発明によって定義されるｍ値とこれに対応するビューイング角度による下側階調
反転の光特性グラフである。
（ｄ）本発明によって定義されるｍ値とこれに対応するビューイング角度による下側階調
反転の光特性グラフである。
【図１０】　本発明による階調表示を説明するための図面である。
【図１１Ａ】本発明の他の実施例による二つの階調の平均法を説明するための図面である
。
【図１１Ｂ】　本発明の他の実施例による二つの階調の平均法を説明するための図面であ
る。
【図１２】　前記図１１Ａ及び図１１Ｂのガンマ曲線上で特定ｎに対するｍとｍ´との演
算を説明するための図面である。
【符号の説明】
１００　タイミング制御部
１１０　階調平均化部
１１２　データ処理部
１１４　ルックアップテーブル
１２０　入力処理部
１３０　クロック処理部
１４０　信号処理部
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２００　ゲートドライバー
３００　データドライバー
４００　液晶パネル

【図１】

【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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【図７Ｂ】
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